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平成２８年６月２４日（金）発表・提供 

件  名 矢板市地域おこし協力隊員の募集について 

（説明文） 

 標記の件について、次のとおり募集しますのでお知らせします。 

 

１ 矢板市地域おこし協力隊設置の概要 

 矢板市の行政課題や地域の課題を解決するうえで必要な人材を確保するため、

矢板市に移住し、地域資源の発掘や地域ブランドの開発・販売・ＰＲなど、地域

おこしの支援などを行う「矢板市地域おこし協力隊」を設置します。 

（詳細は添付資料を参照願います。） 

 

２ 募集人数 

  スポーツツーリズム推進のための人材 ２名 

  中山間地域（泉地区）活性化のための人材 １名 

 

３ 募集期間 

  平成２８年７月１日（金）から平成２８年８月１９日（金）まで 

 

４ 隊員の委嘱及び活動開始日 

 平成２８年１０月１日 

 

５ 募集方法   

ＪＯＩＮ（一般社団法人移住・交流推進機構）のホームページへ掲載 

 

 

担当課・グループ 総合政策課 政策企画担当 

担  当  者  名 副主幹 斎藤 厚夫 

電  話  番  号 0287-43-1112 内線電話番号  
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矢板市地域おこし協力隊設置要領 

 

平成 28年 6月 24日 

総合政策課 政策企画担当 

１ 国の制度概要 

（１）概要 

   都市地域から過疎地域等の条件不利地域に住民票を移動し、生活の拠点を移した 

者を、地方公共団体が「地域おこし協力隊」として委嘱 

隊員は、一定期間地域に居住して、地域ブランドや地場産品の開発・販売・ＰＲ

等の地域おこしの支援や、農林水産業への従事、住民の生活支援などの「地域協力

活動」を行いながら、その地域への定住・定着を図る取り組み 

 

（２）活動期間 

   概ね１年以上３年以下 

 

（３）国（総務省）の支援：特別交付税による財政支援 

  ①隊員の活動経費：１人あたり 400万円（報償費 200万円、その他経費 200万） 

  ②隊員の起業に要する経費：１人あたり 100万円（最終年次又は任期終了翌年度） 

  ③隊員の募集に要する経費：１団体あたり 200万 

 

 

２ 矢板市地域おこし協力隊の設置について 

（１） 設置の目的（要綱第１条） 

矢板市の行政課題や地域の課題を解決するうえで必要な人材を確保するため、 

  矢板市に移住し、地域資源の発掘や地域ブランドの開発・販売・ＰＲなど、地域お

こしの支援などを行う「矢板市地域おこし協力隊」を設置する。 

    

（２） 隊員の任務、人数及び所属（要綱第 2条） 

①スポーツツーリズムの推進 

多彩なスポーツ資源を活用した、他市町に無い新たな観光スタイルを開発・提供 

・スポーツツーリズム推進協議会事務局 1名（商工林業観光課） 

・自転車を活用したまちづくり及びシティプロモーション 1 名（秘書広報課） 

②中山間地域（泉地区）の活性化 

小さな拠点に取り組むうえで必要となる、地域課題等の調査及び地域住民の「居 

場所づくり」などに取り組む 1名（総合政策課） 

 

（３）活動場所及び居住地 

  ①スポーツツーリズムの推進：矢板市内 

  ②中山間地域（泉地区）の活性化：矢板市泉地区 
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（４）隊員の要件（要綱第 3条） 

  ①必須事項 

   ・現在、３大都市圏をはじめとする都市地域（過疎、山村、半島等の地域に該当 

しない市町村）に在住しており、採用後、市内に生活拠点を移し、住民票を異 

動できる者 

   ・普通自動車免許を受けている者 

   ・ＰＣの基本操作が出来る者 

  ②その他、優位に評価する事項 

   ・旅行会社、広告代理店、各種小売店等において、企画またはマーケティングの           

    業務経験がある者 

・ＨＰ制作など、ウェブデザイナーの経験がある者 

   ・ＳＮＳによる情報発信を行っている者 

    

（５）身分及び委嘱期間（要綱第 4条、第 5条） 

①地方公務員法第３条第３項第３号に規定する非常勤の特別職 

②矢板市地域おこし協力隊員として、市長が委嘱する 

③委嘱は年度単位、委嘱期間は最大で３年 

 

（６）活動条件（要綱第 6条） 

①１週間当たりの活動日は５日（原則として平日、休日振替あり） 

②１日当たりの活動時間は７時間４５分（活動時間帯は活動内容による） 

 

（７）報酬等（要綱第 7条） 

①月額１６６，０００円 

  （根拠）特別交付税による財政支援 2,000,000円／年÷12か月 

②各種手当はなし 

 

（８）福利厚生（要綱第 8条、第 9条、第 10条） 別表１による 

 

（９）活動費補助 （要綱第 11条） 別表１による 

（特別交付税による財政支援あり）※別途交付要綱で規定 

 

（10）活動の特例（要綱第 12条） 

   活動日以外の日における、隊員の副業を可能とする 

 

（11）隊員の選考方法 

  ①１次審査：書類選考 

  ②２次審査（１次審査合格者）：面接 
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（12）今後の予定  別表２による 

 

 

別表１ 福利厚生及び活動費補助一覧 

種別 名   称 有 無 根拠等 財 源 

福利厚生 各種手当等 なし ― ― 

休暇 あり 年次休暇 → 労働基準法 ― 

傷病、夏季、特別休暇 

→嘱託員取扱要綱に準ずる 

社会保険 あり 健康保険法、厚生年金保険法、

雇用保険法 

事業者負担分は 

特別交付税措置 

公務災害補償 あり 栃木県総合事務組合条例 ― 

庁用車 

（リース） 

あり ― 特別交付税措置 

パソコン 

（リース） 

あり ― 特別交付税措置 

活動費 

補助 

住宅借上料 あり 活動費補助金要綱 特別交付税措置 

住宅光熱水費 なし 

活動旅費 あり 

庁用車ｶﾞｿﾘﾝ代 あり 

消耗品・備品 あり 

研修受講費 あり 

その他 

活動経費 

あり 

 

別表２ 今後のスケジュール（案） 

年 月 内容 

平成 28 年 5月 26日 調整会議 

 6月上～中旬 制度説明会（関係課）、活動内容協議 

 6月 24日 庁議 

 6月末 募集要項作成、補助金交付要綱作成 

 7月 1日 募集開始 

 8月 19日 募集締切、選考基準作成 

 8月下旬 選考 

 9月 隊員活動準備 

 10月 1日 隊員委嘱、活動開始 
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平成２８年６月２４日（金）発表 

件  名 未来づくり懇談会開催について 

（説明文） 

１ 趣 旨 

地域住民の方々と市長が直接意見交換を行い、行政の抱えている課題を理解していた 

だくとともに、より詳細な地域単位での実状や要望を把握し、きめ細やかな行政を推進す

るため、実施する。 

２ 懇談会の概要 

（１） 平成２８・２９年度の２カ年をかけ、全行政区を対象に実施する。 

（２） 意見交換は、テーマに沿った意見交換と自由意見交換を行う。テーマは市と当該

区が調整のうえ決定する。 

（３） 原則、行政区内住民を対象、会場は自治公民館とする。 

（４） 原則、開催月は７月から３月まで、開催時間は、１９：００～２０：００の概ね

１時間とする。 

３ 案内方法 

開催前月に該当行政区に日時・場所・意見交換テーマを記載したチラシを班回覧し、お

知らせする。また、市ホームページや、広報やいたおとなカレンダーで日程をお知らせす

る。 

４ 市側出席者 

 市側から懇談会に出席する者の範囲は、原則市長とし、副市長、教育長及び各課長など

は、必要に応じて出席するものとする。 

５ その他 

 未来づくり懇談会の開催に伴い、平成２８・２９年度の市民懇談会は開催しない。 

 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担当部・課・グループ 秘書広報課 

担  当  者  名 室井 智恵 

電  話  番  号 ０２８７－４３－３７６４ 内線電話番号 ２０９ 

 



◇H28年度とH29年度の2カ年に全行政区で懇談会を開催します。　　　　　　　　　　　　

◇開催月は各年度の7月から3月まで、開催時間は19時から20時の概ね1時間を予定しています。

1 泉 平成28年7月6日(水)

2 上 太 田 平成28年7月6日(水)

3 東 泉 平成28年7月21日(木)

4 長 井 平成28年7月27日(水)

5 寺 山 平成28年8月3日(水)

6 高 原 平成28年8月10日（水）※13時から開催

7 立 足 平成28年8月17日(水)

8 平 野 平成28年8月18日(木)

9 下 伊 佐 野 平成28年9月27日(火)

10 上 伊 佐 野 平成28年9月28日(水)

11 第 一 農 場 平成28年10月4日(火)

12 第 二 農 場 平成28年10月18日(火)

13 田 野 原 平成28年10月26日(水)

14 山 田 平成28年11月2日(水)

15 矢 板 一 区 平成28年11月8日(火)

16 矢 板 二 区 平成28年11月9日(水)

17 矢 板 三 区 平成28年11月10日(木)

18 矢 板 四 区 平成28年11月14日(月)

19 矢 板 五 区 平成28年11月15日(火)

20 矢 板 六 区 平成28年11月24日(木)

21 末 広 町 平成28年12月21日(水)

22 富 田 平成28年12月22日(木)

23 木 幡 東 平成29年1月11日(水)

24 木 幡 西 平成29年1月18日(水)

25 川 崎 反 町 平成29年1月24日(火)

26 境 林 平成29年1月26日(木)

27 館 ノ 川 平成29年2月1日(水)

28 高 塩 平成29年2月2日(木)

29 倉 掛 平成29年2月7日(火)

30 合 会 平成29年2月8日(水)

31 片 俣 平成29年2月13日(月)

32 塩 田 平成29年2月21日(火)

矢板地区

未来づくり懇談会開催予定一覧

番号 地区 行政区 開催日

泉地区



番号 地区 行政区 開催日

33 幸 岡 平成２9年度開催

34 下 太 田 平成２９年度開催

35 荒 井 平成２９年度開催

36 針 生 平成２９年度開催

37 土 屋 平成２９年度開催

38 中 平成２９年度開催

39 東 町 平成２９年度開催

40 早 川 町 平成２９年度開催

41 沢 平成２９年度開催

42 豊 田 平成２９年度開催

43 成 田 平成２９年度開催

44 ﾊ ｯ ﾋ ﾟ ｰ ﾊ ｲ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞ矢板 平成２９年度開催

45 通 岡 平成２９年度開催

46 前 岡 平成２９年度開催

47 後 岡 平成２９年度開催

48 梶 ヶ 沢 平成２９年度開催

49 上 安 沢 平成２９年度開催

50 中 安 沢 平成２９年度開催

51 本 田 坪 平成２９年度開催

52 下 、 山 根 平成２９年度開催

53 東 安 沢 平成２９年度開催

54 越 畑 平成２９年度開催

55 東 乙 畑 平成２９年度開催

56 西 乙 畑 平成２９年度開催

57 つ つ じ が 丘 平成２９年度開催

58 白 栗 平成２９年度開催

59 上 大 槻 平成２９年度開催

60 下 大 槻 平成２９年度開催

61 石 関 平成２９年度開催

62 玉 田 平成２９年度開催

63 山 苗 代 平成２９年度開催

64 片 岡 一 区 平成２９年度開催

65 片 岡 南 平成２９年度開催

66 片 岡 二 区 平成２９年度開催

67 片 岡 三 区 平成２９年度開催

68 片 岡 四 区 平成２９年度開催

69 ｺ ﾘ ｰ ﾅ 矢 板 平成２９年度開催

矢板地区

片岡地区



記者発表資料 

 

  平成２８年６月２４日（金）発表・提供 

件  名 矢板市職員採用試験の実施について 

（説明文） 

 平成２９年４月１日に採用する職員採用試験の内容については、次のとおりで

す。 

１ 区分及び定員 

              Ａ（行政）         ３人程度 

              Ｂ（建築・土木）      １人程度 

               

保健師   １人 

２ 内容 

   別添のとおり 

３ 実施日時 

   第１次試験 平成２８年９月１８日（日） 

４ 実施場所   

   栃木県立矢板東高等学校、矢板公民館 

５ 申込方法 

   別添のとおり 

６ 申込先 

   矢板市総務課人事担当 

７ 申込期間 

   平成２８年７月１３日（水）～８月１５日（月） 

 

 

 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担当部・課・グループ 総務課人事担当 

担  当  者  名 小野崎賢一 

電  話  番  号 0287-43-1113（直通） 内線電話番号 223･226 

 

一般事務  ４人程度 



  

矢板市職員採用案内（平成２９年４月１日採用） 
 

 

 

 

 

 

 

受付期限/ ８月１５日（月）必着（郵送の場合も８月１５日（月）必着） 

受付時間/  ８：３０～１７：１５ 

第 1次試験日・会場/  ９月１８日（日） 矢板東高等学校（教養試験）、矢板公民館（面接試験） 

申込み方法/  総務課（市役所本館２階）・市民課（市役所本館１階）・各公民館（矢板・泉・片岡）にある申込み用紙

（申込み用紙は市のホームページからもダウンロードできます）に必要事項を記入し、写真をはって直接

総務課へお持ちいただくか、郵送でお申し込みください。（土曜・日曜・祝日は日直がお預かりします） 

郵送での申込書請求・提出方法∕ 

請求…封筒の表に「採用試験申込書請求」と朱書し、１４０円切手をはった返信用封筒（あて先明記）を同封 

提出…封筒の表に「採用試験受験申込」と朱書し、８２円切手をはった返信用封筒（あて先明記）を同封 

申込み・問い合わせ/〒329-2192 矢板市本町５－４ 矢板市総務課 ☎４３－１１１３  

矢板市のホームページ（http://www.city.yaita.tochigi.jp） 

区分及び人数 
 受験資格  

※ 詳しくは、矢板市のホームページか、総務課・市民課・矢板公民館・ 

泉公民館・片岡公民館にある採用試験案内をご確認ください。 

一般事務 ４人程度 ○高等学校卒業程度の学力を有する方（Ａ・Ｂ共通） 

 

 

Ａ 行政 ３人程度 ○昭和６１年４月２日～平成１１年４月１日に生まれた方 

Ｂ 建築土木 １人程度 ○昭和６１年４月２日～平成１１年４月１日に生まれた方 

○学校教育法による高等学校以上の学校において建築又は土木に関する

課程を修めた方又は修める見込みの方、1 級または 2 級土木施工管理技

士の資格を有する方、並びに矢板市がこれらの方と同等の資格を有する

と認める方 

保健師 1人 ○昭和 61年 4月 2日以降に生まれた方 

○保健師の免許取得者又は平成 28年度の保健師国家試験において免許

取得見込みの方 

矢板市は、美しい高原山にいだかれて、 

豊かな自然の恵みを日々の暮らしに 

感じることのできるすばらしいまちです。 

将来にわたりこの豊かな自然を大切にしながら、 

矢板のよさを活かして、未来に夢と希望がもてる 

矢板市を築く人材を求めています。 

 めざす矢板市の姿  

「人」いきいき 

「水・風・緑」きらきら 

「暮らし」のびのび 

つつじの郷・やいた 
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  平成２８年 ６月２４日（金）発表・提供 

件  名 

第６６回“社会を明るくする運動”～犯罪や非行を防止し、立ち

直りを支える地域のチカラ～強調月間及び子ども・いきいきコンサ

ート実施について 

（説明文） 

１ 目的 

 すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深

め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全・安心な地域社会

を築くため、“社会を明るくする運動”～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える

地域のチカラ～として実施する。 

 

２ 日時等 

 ○平成２８年７月１日からの１か月間を強調月間とする。 

 

  ①街頭啓発活動 

    日時：平成２８年７月１日（金） ７時から 

    場所：矢板駅西口及び片岡駅 

    内容：リーフレット・啓発物品の配布 

 

  ②“社会を明るくする運動”子ども・いきいきコンサート 

    日時：平成２８年７月１６日（土）１２時３０分から 

    場所：矢板市文化会館大ホール 

    内容：式典及びコンサート（詳細は別添資料のとおり） 

  

 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担当課・グループ 社会福祉課 社会福祉担当 

担  当  者  名 社会福祉担当 佐藤晶昭 

電  話  番  号 ４３－１１１６ 内線電話番号 ３４５ 

 







記者発表資料 

 

  平成２８年６月２４日（金）提供 

件  名 
平成２８年度矢板市消防団夏季点検並びに第４８回消防ポンプ操法

競技会について 

（説明文） 

 

１ 目的（趣旨） 

 夏季点検並びに消防ポンプ操法競技会を通じ、消防団の規律及び消防力の強化

を図る。 

２ 日時 

 平成２８年７月２日（土） 夏季点検       午前７時 

              消防ポンプ操法競技会 午前８時 

３ 場所 

 矢板市運動公園駐車場 

４ 内容 

 夏季点検－服装並びに機械器具点検 

 操法競技会－分団部による消防ポンプ操法競技 

        ポンプ自動車の部   １２部 

        小型動力ポンプの部  １１部 

        女性団員による軽可搬ポンプ操法展示 

５ 参加者 

矢板市消防団 

６ その他 

 

※提供資料の有無：無 

担当部・課・グループ くらし安全環境課くらし安全担当 

担  当  者  名 石塚 俊彦 

電  話  番  号 ４３－１１１４ 内線電話番号 直通 

 



記者発表資料 

                  平成２８年６月２４日（金）提供  

件  名 道の駅やいた イベントについて 

１ 矢板市生活研究グループ試食会開催 

 地元食材を使用した簡単お料理の試食会です。レシピもお教えします。 

日 時 

 平成 28年 7月 9日（土） 10時～ 

場 所 

 道の駅やいた 農産物直売所組合「旬鮮やいた」前軒下 

 

２ （公財）矯正協会刑務作業協力事業部主催 「刑務作業製品展示即売会」 

  全国から集めた約 200品目の刑務品を展示即売いたします。 

日 時 

 平成 28年 7月 22日（金）～7月 24日（日） 

展示販売場所 

 道の駅やいた 交流館南側イベントスペース 

 

３ 夏を乗り切る！「スタミナイベント」 

 夏本番を前に、「スタミナイベント串焼き販売会」を開催します。焼きたて国産

牛などをぜひご賞味ください。 

 また、道の駅やいた開所 5 周年の「5」ちなんで「ベーコン串」を 1 本 50 円に

て販売致します。（各日先着 40名様・お一人様 1本限り） 

 あわせて、福島県復興支援販売の一環として、いわき市の水産加工業者による 

「土用の丑うなぎ販売会」も開催いたします。※土用の丑の日は 7/30（土）です。 

 ※土用の丑の日の「う」にちなんで「ウニの貝焼」を、道の駅やいた 

開所 5周年の「5」ちなんで１個 50円にて販売致します。 

（各日先着 40名様・お一人様 1個限り） 

日 時 

「スタミナイベント串焼き販売会」 

平成 28年 7月 30日（土）31日（日）9時～15時 ※商品が無くなり次第終了  

「土用の丑うなぎ販売会」 

 平成 28年 7月 30日（土）31日（日）9時～    ※商品が無くなり次第終了 

場 所  

道の駅やいた 農産物直売所組合「旬鮮やいた」前軒下 ほか 



４ 道の駅やいた夏休みイベント マスのつかみ取り大会 

  道の駅やいたで、活きのいいマスをつかまえてみませんか。たくさんの参加者

をお待ちしております。 

日 時 

平成２８年７月３１日（日） ９:５０～受付開始 ※マスが無くなり次第終了  

場 所  

道の駅やいた 特設会場 

参加費 

 お一人 ５００円（３匹捕まえられます。マスの塩焼き１匹プレゼント） 

 

7月休業日 

農産物直売所・つつじ亭 … 7月 13日（水） 

エコモデルハウス    … 毎週水曜日 

駐車場、トイレは 24時間利用可 

 

 

担当課・グループ 農業振興課 

担  当  者  名 矢板 寿江 

電  話  番  号 ４３-６２１０ 内線電話番号 409 

 



記者発表資料 

  

平成２８年６月２４日（金）発表・提供 

件  名 平成２８年度そばオーナーの募集について 

 

 そばの消費拡大と都市住民との交流を図る「そばオーナー」を募集します。 

 

１ 日  程   種まき・・・・・・平成２８年８月７日（日）   

収穫・・・・・・・平成２８年１１月５日（土）    

そば打ち講習会・・平成２８年１２月１７日（土）   

２ 時  間       ９：３０ 大島カルチファーム集合。集合後、作業。 

１２：００ 昼食 （昼食後解散） 

３ 実施場所   境林地内 

４ オーナー特典  そば粉２㎏（打ち粉、つなぎ粉含む）、玄そば４㎏、生そば４

人前（引換券）のいずれかを選択できます。ただし、発送料は 

自己負担となります。        

５ 定   員   ３５人程度（先着順） 

６ 年 会 費   １人 5,000円（種代、管理費、昼食代などを含む） 

７ 申し込み方法 下記申し込み先までご連絡いただき、送付された申込書に 

記入し、ご提出ください。 

８ 申し込み先  矢板市農業振興課 

         TEL ４３－６２１０  FAX ４４－３３２４ 

９ 申込期間   平成２８年７月１日（金）～７月２２日（金）   

10  主  催   蕎友蕎楽の会（きょうゆうきょうらくのかい） 

11  備   考   詳細は別紙 

 

担当部・課・グループ 農業振興課 整備振興担当 

担  当  者  名 小林 徹 

電  話  番  号 ４３－６２１０ 内線電話番号 ４０８ 

 



【問合せ先】矢板市農業振興課 　ＴＥＬ ０２８７-４３-６２１０　FAX ０２８７-４４-３３２４

きょう    ゆう  きょう   らく 

【ＰＲ】矢板の蕎麦、是非ご賞味あれ。 
 

 たかはらの清流と肥沃な大地で育った矢板市の蕎麦、味わってみませんか？ 
 

                       

 
 

  道の駅やいた 

  農村レストラン 

「つつじ亭」 
 

矢板市矢板114-1 

電話：0287-40-0977 

 

高原山の麓に抱かれた自然豊かな処、矢板市。 

たかはらの清流で栽培した蕎麦を自らの手で 

打つ、蕎麦のオーナー制度を実施致します。 
 

栽培・蕎麦打ちの体験の他、収穫した蕎麦を 

持ち帰れる特典付き。 
 

熟練の職人による指導のもと、貴方も蕎麦打ち 

職人になってみませんか？ 

 
 

↑市ＨＰへはこちら 



　　　　約２０アールの畑で行われる、オーナーさんの手作業によるそばの栽培体験！最後のそば打ち

　　　　講習会では講師によるそば打ちの指導が実施されます。みなさんもチャレンジしてみませんか？

　        　 　※各日とも雨天決行。台風等の荒天の場合は中止とし、後日地元農家が作業を代行します。

　　　　◇募集期間　　　平成２８年７月１日（金） ～　７月２２日（金）

　　　　　　　　　　　

　　　　◇申込方法　　　下記連絡先までお電話ください。申込書を送付いたしますので、必要事項を

　    　　ご記入の上、事務局まで郵送またはFAXにてご返送ください。

　    　　年会費のお振込みに関しましては、お申し込み完了後にご案内いたします。

　　　　　   　　　　　　〒329‐2192　　栃木県矢板市本町5‐4　　矢板市農業振興課

                                    TEL　0287‐43‐6210　　FAX　0287‐44‐3324

　　　　◇主　　催　　　蕎友蕎楽
ｷｮｳﾕｳｷｮｳﾗｸ

の会

　　　　◇日　　程　  　 第１回「開講式・そばの種まき」　　　平成２８年８月７日（日）

　　　　◇応募資格　   　農業体験に興味のある方！

　　　　◇実施内容　   　下記日程にて行われる全３回の農作業体験。地元の農家が丁寧に指導します。

平成２８年そばオーナー制度　実施要領 

　　　　◇持 ち 物　　 　飲み物、雨具（カッパ）、帽子、タオル、軍手、長靴、汚れてもよい服装

   　　　　                     第２回「そば収穫」　　　　　　　　　平成２８年11月５日（土）

      　　　　                  第３回「そば打ち講習会」　　　　　　平成２８年１２月１７日（土）

　　 　   　  ◆集　　合：　９時３０分　　大島カルチファーム　※別途ご案内します

　　　　      ◆作業時間：１０時００分 ～ １２時００分

　　　　　　    　     　　※募集人数の上限３５名に達し次第、締め切りとさせていただきます。

　　　　◇募集人数　 　  ３５名（先着順とさせて頂きます。）

　　　　◇年 会 費　　   １名　５,０００円（種代、管理費、昼食代等含む）

　　　　◇オーナー特典　そば粉２kg（打ち粉、つなぎのセット）、玄そば４kg、生そば４人前の

　　　  　    ◆昼　　食：１２時００分 ～（地元産の食材を使った昼食をご用意します。）

　　　  　    ◆解　　散： 地元農家と共に昼食片付け後、自由解散

　　　　　　　　　　　　いずれかを選択できます。なお、発送の場合は送料は自己負担となります。



 

記者発表資料 

 

平成２８年６月２４日（金）発表・提供 

件  名 第３５回「やいたの四季」観光写真コンテストについて 

(説明文) 

第３５回「やいたの四季」観光写真コンテストを下記のとおり実施します。 

 

１．テーマ   矢板市の観光名所、自然風景、郷土芸能、イベントなど 

        ※矢板を特定できる場所など。 

２．規 格   ・カラープリント４つ切（４つ切ワイド可） 

        ・デジタル写真も応募できます。（４００万画素以上、デジタル合成不可） 

３．締め切り  平成２８年９月２３日（金）必着 

４．賞     推薦・特選・入選・佳作 

応募者全員に参加賞 

５．発表・展示 「道の駅やいた」、「城の湯温泉センター」等の施設に展示いたします。 

６．そのほか  ・作品は未発表のものに限ります。 

        ・入賞作品の版権は主催者に帰属します。 

        ・個人を特定できる写真で応募する場合、主催者は肖像権侵害等の責任は一

切負いかねますので、事前に本人の承諾を得た上で応募してください。 

７．応募・問い合わせ 矢板市写真組合加盟店 

           矢板市商工林業観光課 ０２８７(４３)６２１１ 

８．主催    矢板市 

  後援    矢板市観光協会、矢板市写真組合 

  協賛    株式会社フジカラープロフォトセンター 

 

※提供資料の有無：無 

担当部・課・グループ  商工林業観光課 観光工業担当 

担  当  者  名  副主幹 阿久津 順子 

電  話  番  号 0287－43－6211 内線電話番号 422 

 



矢板市内の四季折々の名所、観光行事等を撮影したもので、 

観光パンフレットやポスターに使用できるポピュラーな作品を募集します。 

◆テーマ    矢板市内の観光名所、その他矢板を特定できる場所の 

四季折々の風景又は、市内でのイベント風景に限る。 

◆応募規定   ○カラープリント四つ切（四つ切ワイド可） 

○フジカラープリントに限ります。 

○作品は未発表のものに限ります。 

○個人を特定できる写真で応募する場合、主催者は肖像権 

侵害等の責任は一切負いかねますので、事前に本人の 

承諾を得た上で応募してください。 

○デジタル写真可。ただし、４００万画素以上で撮影した 

作品といたします。（デジタル加工不可） 

◆応募方法   ○応募票（コピー・自作可）に必要事項を記入し、 

作品の裏面に貼付して、矢板市写真組合加盟店または 

矢板市商工林業観光課へ郵送または持参してください。応募点数に制限はありません。 

◆応募締切   平成２８年９月２３日（金） 必着 

◆審査員    主催者及び前田孝憲先生（二科会写真部会員） 

◆賞      推薦：１点以内   賞状、賞金５０,０００円、矢板市写真組合賞 

特選：２点以内   賞状、賞金２０,０００円、矢板市写真組合賞 

入選：５点以内   賞状、賞金 ５,０００円、矢板市写真組合賞 

佳作：１０点以内  矢板市写真組合賞、矢板市観光協会長賞   

※入賞は原則としてお一人１点とします。※応募者全員に参加賞を差し上げます。 

◆審査発表   平成２８年１０月中旬頃に入賞者へ直接通知いたします。 

◆作品の展示  入賞作品を、「道の駅やいた」、「城の湯温泉センター」等の施設に展示いたします。 

◆作品の取扱  ○入選作品の版権、使用権は主催者に帰属します。入賞者には、入賞作品の原版（フィルム又

はデータ）を提出していただきます。 

○選外の応募作品を返却希望の方は、応募時に返送先を記入し郵便切手を貼った封筒を同封

するか、結果発表後から 2ヶ月以内に商工林業観光課まで取りに来てください。 

◆問い合わせ・応募先 

矢板市商工林業観光課 

   〒329-2192 栃木県矢板市本町 5番 4号 

   ＴＥＬ ０２８７－４３－６２１１ 

矢板市写真組合加盟店（順不同） 

福島写真館   ＴＥＬ ０２８７－４３－０５１７ 

近藤カメラ店  ＴＥＬ ０２８７－４３－０７７２ 

村上写真館   ＴＥＬ ０２８７－４８－００４４ 

エマタカメラ店 ＴＥＬ ０２８７－４３－０５５８ 

 

作 品

募 集 

 

第３５回『やいたの四季』観光写真コンテスト応募票 

（ふりがな） 

画題 

 

 

撮影場所  

撮影日 平成   年   月   日 

（ふりがな） 

氏名 

 

 

住所 
〒 

TEL  

 

主催：矢板市 

後援：矢板市写真組合・矢板市観光協会 

協賛：株式会社フジカラープロフォトセンター 

第３４回推薦作品 

『やいた花火大会 2014』 尾島 由浩 氏 



記者発表資料 

                   

平成２８年６月２４日（金）発表・提供 

件  名 つつじの郷やいた花火大会２０１６の開催及び各種募集について 

１ 目 的（趣旨） 

  多くの市民による手作りの花火大会を実施し、郷土愛を深めるとともに、地域

社会の活性化を図る。今年は１０年目の節目の年のため、是非協力をお願いした

い。 

２ 日 時 

  平成２８年１０月１５日（土） ※荒天時は翌日１６日（日）に順延 

第一部 ファミリータイム(ステージイベント)  １５時～（予定） 

第二部 花火大会（約１万発を打上予定）    １９時～ 

３ 会 場 

  矢板市文化会館周辺 

４ 協賛金募集 

  大会運営のための協賛金を募集中。 

企業・個人は問わず、一口 1,000円から受付。 

問い合わせは実行委員会事務局まで。 

５ ボランティアスタッフ募集 

  大会準備、大会運営、交通誘導、後片付け等、大会開催にかかわる業務を手 

伝うボランティアスタッフを募集。  

６ 申込み方法 

  実行委員会に電話連絡のうえ申し込み。 

７ 問い合わせ先 

  やいた花火大会２０１６実行委員会事務局（矢板市商工会内） 

TEL・FAX：0287-43-1755   

http://www.yaita-machiken.net/event/hanabi/index.html 

※提供資料の有無：有・無 

担当部・課・グループ 商工林業観光課 観光工業担当 

担  当  者  名 阿久津 順子 

電  話  番  号 0287-43-6211 内線電話番号 ４２２ 

 



記者発表資料 

                   

  平成２８年６月２４日（金）提供 

件  名 「新・青い目の人形歓迎会～90 年の時を超えて～」の開催について 

(説明文) 

    1927 年（昭和 2 年）に日米友好のシンボルとして、アメリカから日本に

12,739体の青い目の人形が贈られました。 

    太平洋戦争の開戦により、一転敵国のシンボルとなり、その青い目の人形

は強制処分されることとなりましたが、現在は、全国で 157体、栃木県内に

5体、そのうち泉小学校に 1体が存しています。 

    戦後 70 年の節目となる昨年度に、当時の人形交流事業の中心的人物の子

孫と連絡が取れ、交流の末、新しい青い目の人形が泉小学校に贈られました。 

    この新・青い目の人形を平和の象徴とし、「新・青い目の人形歓迎会」を

下記のとおり行います。 

 

１ 日時 

平成２８年７月１３日（水） １３時００分から 

２ 場所 

    矢板市立泉小学校 体育館 

３ 主催 

矢板市立泉小学校 

４ 開催の趣旨 

    「青い目の人形」が贈られた昭和２年には、全国のどの学校でも歓迎会を

行った記録が残っている。そこで「新・青い目の人形『スージー』」にも当

時と同じように歓迎会を行いたいと考えた。 

この人形が「友情と平和の特使」であることは、昔も今もそして、未来も

変らないことを、子供たちに学んでほしいと願いを込め、今回の歓迎会は、

児童たちの手作りの会として実施する。 

５ 内容 

    児童たちが、次の内容のとおり、歓迎の気持ちを込めて実施します。 

学 年 内               容 

６年生 社会科の歴史単元で「青い目の人形」の意味を学び、そ

れをクラス全員でプレゼンテーションします。 



５年生 平和を願う歌である「世界がひとつになるまで」を手話

で表現します。 

３年生及び

４年生 

英語の時間に習った英語の歌を「スージー」に歌詞を替

えて歌い、さらに、もう１曲「星に願いを」を英語で歌い

ます。 

１年生及び

２年生 

当時の「アメリカ人形歓迎の歌」を歌とダンスで表現し

ます。 

６ 参加対象 

      泉小学校児童及び保護者 

      現青い目の人形「ローズィー」の調査に協力をいただいた方 

      泉小学校職員 

      来賓 

７ 参加人数 

約２７０名 

８ 連絡・問合せ先 

   矢板市立泉小学校 

   ℡ 43-0404 

担当 加倉井 千秋教頭 

担当課・グループ 教育委員会事務局 教育総務課 学校教育担当 

担  当  者  名 沼野 英美 

電  話  番  号 0287-43-6217 内線電話番号 461 

 





 

記者発表資料 

                   

  平成２８年 ６月２４日（金）提供 

件  名 第２７回矢板たかはらマラソン大会の開催について 

（説明文） 

１ 期日  平成２８年１１月１３日（日） 

 

２ 場所  矢板運動公園陸上競技場 

 

３ 主催  矢板市教育委員会 矢板市体育協会 

 

４ 開催の趣旨 

      雄大な高原山のふもとに広がる「りんごの郷」に、県内外のマラソン

愛好者を迎え、親睦やコミュニケーションを大切にし、仲間づくりや

健康の保持・増進等を目的に開催します。 

 

５ 内容  ハーフ、１０ｋｍ、５ｋｍ、３ｋｍ、２ｋｍの年代別、男女別の 

計２４クラスで実施します。 

 

６ 参加料 一般・親子 2,500円 高校生 1,500円 小・中学生 1,000円 

 

７ 申込締切 

      平成２８年 ９月２３日（金） 

 

※提供資料の有無：有（別添のとおり）・無 

担当部・課・グループ 教育委員会 生涯学習課 スポーツ担当 

担  当  者  名 黒﨑 剛生 

電  話  番  号 ４３－６２１８ 内線電話番号 ４７３ 

 











 

記者発表資料 

                   

平成２８年６月２４日（木）提供 

件  名 矢板市立郷土資料館市民作品展の開催について 

１ 目的（趣旨） 

郷土資料館の多目的ホールを活用し、市民のサークルや団体の作品を展示す

る市民作品展。今回は、矢板市文化協会に所属している「矢板高等服装技能学

院」の作品展を開催します。 

 

２ 日時と内容 

日時：平成２８年６月２９日（水）～７月１０日（日）１０時～１６時 

    内容：矢板高等服装技能学院の生徒などが作成したクレイアート・和服 

リフォーム作品など約３０点を展示。 

    主催：矢板高等服装技能学院 

 （代表 関八重子氏 TEL０２８７－４４－１９００） 

 

３ 場所  矢板市立郷土資料館 多目的ホール 

 

４ 休館日 月曜日 

 

【連絡先】 

   矢板市立郷土資料館（旧上伊佐野小学校） 

 矢板市上伊佐野 761-2  TEL・FAX 0287-43-0423 

※提供資料の有無：有（裏面のとおり）・無 

担当課・グループ 矢板市教育委員会 生涯学習課 文化担当 

担  当  者  名 津野田 陽介 

電  話  番  号 0287-43-6218 内線電話番号 471 

 





記者発表資料 

平成２８年６月２４日（金）提供 

件  名 第１８回ともなり文芸祭り誌上大会の作品募集について 

（説明文） 

 矢板市の初代川崎城主、塩谷
しおのや

朝業
ともなり

は文武両道に優れた御家人で、鎌倉幕府三代将

軍源実朝の側近として仕えました。特に和歌に優れた才能を持つ朝業は、和歌をと

おして実朝に特別に気に入られました。矢板市では朝業にちなみ、ともなり文芸祭

りを開催しています。 

平成２３年度から、短歌（一般の部）のみ全国の愛好者から募集し、宮中歌会始

や毎日歌壇などの選者を務める篠弘先生に短歌（一般の部）の選者をお願いしてい

ます。また、平成２６年度から誌上大会となりました。 

多数の応募お待ちしております。 

 

１ 募集期間   平成２８年７月１１日～１０月１２日（必着） 

２ 種  目   短歌・俳句・川柳・詩（漢詩を除く） 

３ 部  門   「小学生の部」「中学生・高校生の部」「一般の部」 

４ 主  催   ともなり文芸祭り実行委員会 矢板市 矢板市教育委員会 

５ 後  援   栃木県・栃木県教育委員会・矢板市文化協会・ 

６ 開催趣旨   別紙のとおり 

７ 内  容      別紙のとおり 

８ 参加対象   県内在住者および通勤・通学者 

         （短歌（一般の部）のみ全国から募集） 

９ 投 稿 料   短歌(一般の部)のみ、１組２首で１,０００円 

         （現金書留か定額小為替を利用） 

 

 

 

 

担当課・グループ 矢板市教育委員会生涯学習課文化担当 

担  当  者  名 情野 浩志郎 

電  話  番  号 0287-43-6218 内線電話番号 471 

 



１ 主　　催 ともなり文芸祭り実行委員会・矢板市・矢板市教育委員会

２ 後　　援 栃木県・栃木県教育委員会・矢板市文化協会・矢板市文化財愛護協会

３ 開催趣旨

４ 募集期間 平成28年 7月11日（月）～平成28年10月12日（水)

種　目
１人当たり
の投稿数

投稿料
（参加料）

応募資格 応募方法

 何首でも可
  1組 2首まで
　1,000円※１

 全国から募集
 応募用紙 ※２
　(はがき又は
　　　専用用紙)

詩

※１ 現金書留か定額小為替を利用。投稿料の領収書は発行しない。

※２ 短歌一般の部のみ、ホームページから応募用紙をダウンロード可能とする。

第1８回ともなり文芸祭り開催要項

下野新聞社・エフエム栃木

 小学生

 中学生･高校生

 一般

 一般

 小学生

 中学生･高校生

 一般

 小学生

 中学生･高校生

 県内に在住･通勤･
 通学する方

 応募用紙
　(はがき)

　矢板市の初代川崎城主、塩谷朝業は、文武両道に優れた御家人で三徳を備えた武
士として、鎌倉幕府三代将軍、源実朝の警護役に選ばれ、将軍のお側に仕えまし
た。
特に和歌に優れた才能を持つ朝業は、和歌をとおし実朝に特別に気に入られまし
た。
　優れた歌人朝業にちなみ、平成７年度、栃木県で開催された第１０回国民文化祭
では、本市が｢短歌会場｣となり大勢の愛好者が集いました。
　これを契機に市民の文芸熱を高め、市民文化の更なる発展と心豊かな地域づくり
の推進、本市イメージアップを図るため、ともなり文芸祭りを実施します。
　また、平成２６年度の第１６回大会から誌上大会となりました。

部門

短　歌

 ２首以内  無料
 県内に在住･通勤･
 通学する方

 応募用紙
　(はがき)

(漢詩を
　除く)

 中学生･高校生

 一般

 １編以内  無料
 県内に在住･通勤･
 通学する方

 400字詰原稿用紙
 2枚以内
　(はがき可)

 小学生

 県内に在住･通勤･
 通学する方

 応募用紙
　(はがき)

俳　句  ２句以内  無料

川　柳  ２句以内  無料



〒329-2165　栃木県矢板市矢板１０６番地２

矢板市教育委員会事務局生涯学習課「ともなり文芸祭り」係

電話　0287-43-6218　　FAX　0287-43-4436

ホームページ　http://www.city.yaita.tochigi.jp

⑸　入賞者発表　　平成２９年２月１日に入賞者宛に通知するほか、

　　　　　　　　　市広報、ホームページに掲載する。

６.入　　賞　（別紙参照）　　

◆ともなり文芸大賞　（各種目各部門１作品以内）

◆ともなり文芸準大賞（各種目各部門１作品以内）

◆ともなり文芸奨励賞（各種目各部門３作品以内） 作品数に対し　５％以内

◆入選（各種目各部門１０作品以内） 作品数に対し１０％以内

　※短歌一般の部のみ、入選を３０作品以内とする。

７.審    査　 ともなり文芸祭り実行委員会が行う。

短歌(一般の部)／篠　弘

短歌(一般の部以外)／村上 敏子、東泉 智惠子

俳句／林田 久子、渡辺 登美子、鈴木 文代

川柳／松平 祐宣、武田 正雄、岡本芳子

詩　／村上 周司、橋本 昭司

⑴　個人情報の取り扱い

⑵　入賞作品集の作成

入賞作品を掲載した作品集を作成し、短歌一般の部応募者及び入賞者並びに応募の
あった学校等に配付する。また、市施設等に設置し自由配付とする。

８.そ の 他

⑴　作品は、未発表のものとし、二重投稿不可とする。

⑵　応募作品は返却しない。

⑶　入賞作品に関わる出版権は、矢板市教育委員会に帰属する。

⑷　応募・お問い合わせ先

応募用紙に記入された個人情報は、ともなり文芸祭りの運営以外には使用しない。
また、次回のともなり文芸祭りの案内に使用する。
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